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資料紹介 オオタ力

図1自然形の本剥製 (KPM-NF
2000103)ー

図2飛朔形の本最IJ製 (KPM-NF
2000627) 

今回は閏年にちなみ、数ある日本産

の鳥類の中で、何かと話題に上ることが

多いオオタカAccipitergentilisを紹介し

ます。 当館には、オオタカの資料は6

点あり、そのうち5点が木剥製、 1点が

骨格標本です。本素IJ製は用途に応じて

姿勢を決め、業者に依頼して作ってもら

います。大抵の場合は木に止まってい

る自然な姿勢(図1)にしますが、飛ん

でいるときの翼や体の形を見せるために

飛朔形(図 2)にするときもあります。 こ

れらは、講座や特別展で使用、展示を

してきました。骨格標本(図 3)は講座

や展示で使用することもありますが、主

に研究のために使います。

オオタカは、主に北海道と本州の平地

から低山の林で繁殖し、冬は全国の低

山から平地の林にすみ、周囲の農耕地

や干拓地、河原、湖岸などにも姿を現

します。エサはハト類やカモ類、キジ類、

ノウサギといった中 ・大型の鳥類や小型

の日前乳類で、林の中やその周辺、干潟、

河原などで捕食します。昔から鷹狩によ

く使われた種で、扉風や掛け軸なとリこも

「鷹」として描かれてきたタカ類の代表格

です。

神奈川県内では、ほぼ全域で年聞を

通して見ることができます。繁殖は春か

ら夏にかけて行い、平地から丘陵地の

雑木林やスギ林で子育てをします。秋

から春にかけては、平地から低山の林

や農耕地、河原などで見かけます。

調査に出かけたときには、必ずといっ

てよいほど見かける身近な鳥ですが、い

ままで、食事風景を見たことはありませ

んでした。しかし、昨年冬に、ついに

オオタカが捕獲直後のヒドリガモを押さえ

込んでいる場面に出くわしました(図 4)。

一番の興味は、どこからどのように食べ

始めるのか?とし、うことでした。

じっと観察してしもと、オオタカはヒドリ

ガモの羽をくちばしでむしり取り、 内臓か

ら食べ始めました。猛然と食べ進むにつ

れて、 11侯もとの日素嚢*が膨らんでしての

がはっきりと分かりました(図 5)。しlまら

くすると、満足したらしく飛び去り、 後か

らトビとハ汁ぞソガラスが残りを食べにきて

いました(図 6)。人間カもすれば残酷

なように思いますが、 自然界ではごくあ

たりまえのことです。

近年、ゴルフ場や道路、大型施設の

建設にともなう環境アセスメン卜調査など

により、オオタカが思った以上に人聞の

生活圏に隣接して生息していることが明ら

かになってきました。しかし、開発行為

による営巣木の滅失や生息環境の悪化、

剥製目的の密猟などにより、 生息数の減

少が心配されるため、環境

省編の「改訂 ・日本の絶

滅のおそれのある野生生物

図3骨格様本左から上l腕骨2点，頭蓋骨，複合仙骨，胸骨，
癒合鎖骨 (KPM-NF2000878)

レッド‘データブ‘ック jで

は絶滅危↑具H類に指定され

ています。タカ類の代表種

ともいえるこの鳥が、 いつま

でも身近にいてほしいと思

います。
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図4ヒドリガモを捕獲し， 脚で押さえ込
んでいるオオタカ。この時点でヒドリガモ
はまだ生きている(重永明生撮影).

図5羽をむしり内臓から食べ始めた 図
4 とくらへ，胸のあたりがJJ~らんでいる(重
永明生撮影)

図6オオタカが飛ひ、去った後には， トビ
(右)とハ、ンボソガラス(左)がきて残り
を食べたかれらは自然界の「お掃除
屋さん」である(重永明生撮影).

*r療護(そのう) 食道の一部が拡大し
てできたもので、硬い木の実や穀類を

たくさん食べたり多量の生肉を貧食し

たりするような鳥類でよく発達している。

食べものをやわらかくし、また一時的

に貯蔵する役割を果たしている。
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